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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
三
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県災害対策アプリ運用保守業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企画財政部情報システム課県民サービス・システム共同化担当 埼玉県

さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和２年４月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社日立製作所 北関東支店 埼玉県さいたま市大宮区桜木町一丁目10番

地16 

５ 契約金額 

  40,695,600円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第

１項第２号に該当 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号 

 
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
及
び

第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

募
集
種
目 

 
 

自
衛
官
候
補
生 

二 

応
募
資
格 

 

イ 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
に
お
い
て
年
齢
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

 
 

す
る
者
。
た
だ
し
、
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
一
日
か
ら
起
算
し
て
三

 
 

月
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
現
在
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。 

 

ロ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る 

 
 

者
に
該
当
し
な
い
も
の 

三 

採
用
試
験
の
方
法 

 

イ 

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
及
び
公
民
並
び
に
作
文
） 

 

ロ 

口
述
試
験 

 

ハ 

適
性
検
査 

 

ニ 

身
体
検
査 

 

ホ 

経
歴
評
定 

四 

募
集
期
間 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
四
日
（
日
）
か
ら
同
年
七
月
十
七
日
（
金
）
ま
で 

五 

採
用
予
定
時
期 

 
 

令
和
二
年
八
月
下
旬
か
ら
同
年
九
月
下
旬
ま
で
、
同
年
十
月
中
旬
か
ら
同
年
十
二
月
上
旬
ま

で
又
は
令
和
三
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で 

六 

試
験
期
日
並
び
に
試
験
場
の
位
置
及
び
名
称 

 

イ 

試
験
期
日 

 
 

 

令
和
二
年
七
月
二
十
五
日
（
土
）
か
ら
同
月
二
十
八
日
（
火
）
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
か
の

日 

 

ロ 

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
一
丁
目
四
十
番
地
七 

 
 

 

陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯
地 

七 

応
募
者
の
受
付 

 
 

各
市
役
所
、
各
町
村
役
場
並
び
に
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和



 

区
常
盤
四
丁
目
十
一
番
十
五
号
浦
和
地
方
合
同
庁
舎
三
階 

電
話
〇
四
八
―
八
三
一
―
六
〇
四 

 

三
）
及
び
各
地
域
事
務
所
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。 

八 
各
地
域
事
務
所
の
位
置
及
び
名
称 

 

イ 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
丁
目
三
百
七
十
六
番
地
Ｍ
Ｓ
―
１
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
さ
い
た
ま
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
六
五
一
―
二
四
二
〇
） 

 

ロ 

埼
玉
県
所
沢
市
西
所
沢
一
丁
目
九
番
十
九
号
鹿
島
屋
ビ
ル
三
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
入
間
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
―
二
九
二
三
―
四
六
九
一
） 

 

ハ 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
内 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
朝
霞
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
四
六
六
―
四
四
三
五
） 

 

ニ 

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
三
丁
目
九
十
番
地
一
国
際
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
五
二
二
―
四
八
五
五
） 

 

ホ 

埼
玉
県
秩
父
市
宮
側
町
三
番
地
三 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
九
四
―
二
二
―
六
一
五
七
） 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
五
号 

 
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
三
郷
市
か
ら
三
郷
市
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
草
加
都
市
計
画
事
業
三
郷
北
部

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
の
場
所
及
び
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

縦
覧
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課 

 
 

埼
玉
県
越
谷
環
境
管
理
事
務
所 

 
 

 
 

 

 
 

三
郷
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
事
業
課 

 
 

草
加
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課 

 
 

越
谷
市
環
境
経
済
部
環
境
政
策
課 

 
 

八
潮
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
都
市
計
画
課 

 
 

吉
川
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課 

二 

縦
覧
の
期
間 

令
和
二
年
六
月
十
二
日
（
金
）
か
ら
令
和
二
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土

曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
。
） 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

新
堀
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

就
任 

 
 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 
 

理
事 

竹 

内 

昭 

一 
 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
黒
浜
六
百
番
地 

 
 

同 
 

濱 

島 

豊 

明 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
百
八
十
六
番
地
一 

 
 

同 
 

小 

林 

一 

俊 
 

同 
 

同 
 

同 

江
ケ
崎
千
三
百
二
十
四
番
地
一 

 
 

同 
 

福 

島 
 

 

榮 
 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

千
二
十
一
番
地 

 
 

同 
 

本 

澤 

秀 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
同 

 

千
五
百
八
十
六
番
地 

 
 

同 
 

石 

川 

和 

男 
 

同 
 

同 
 

同 

黒
浜
四
千
九
百
八
十
五
番
地
二 

 
 

同 
 

山 

本 

孝 

次 
 

同 
 

同 
 

同 

笹
山
六
百
五
番
地 

 
 

同 
 

横 

田 

保 

男 
 

同 
 

白
岡
市
実
ケ
谷
三
百
六
十
八
番
地 

 
 

同 
 

小 

島 
 

範 
 

同 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
古
ケ
場
六
百
十
七
番
地 

 
 

監
事 

柳 

澤 

一 

夫 
 

同 
 

蓮
田
市
大
字
黒
浜
五
十
八
番
地
二 

 
 

同 
 

中 

里 
 

 

仁 
 

同 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
鹿
室
千
三
百
七
十
番
地 

 
 

同 
 

大
久
保 

要 

夫 
 

同 
 

白
岡
市
野
牛
九
百
二
十
五
番
地 

二 

退
任 

 
 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 
 

理
事 

竹 

内 

昭 

一 
 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
黒
浜
六
百
番
地 

 
 

同 
 

濱 

島 

豊 

明 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
百
八
十
六
番
地
一 

 
 

同 
 

小 

林 

一 

俊 
 

同 
 

同 
 

同 

江
ケ
崎
千
三
百
二
十
四
番
地
一 

 
 

同 
 

福 

島 
 

 

榮 
 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

千
二
十
一
番
地 

 
 

同 
 

本 

澤 

秀 

一 
 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

千
五
百
八
十
六
番
地 

 

 
 

同 
 

大 

澤 

利 

信 
 

同 
 

同 
 

同 

笹
山
七
百
七
十
六
番
地 

 
 

同 
 

山 

本 

孝 

次 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

六
百
五
番
地 

 
 

同 
 

横 

田 

保 

男 
 

同 
 

白
岡
市
実
ケ
谷
三
百
六
十
八
番
地 

 
 

同 
 

小 

島 
 

範 
 

同 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
古
ケ
場
六
百
十
七
番
地 

 
 

監
事 

柳 

澤 

一 

夫 
 

同 
 

蓮
田
市
大
字
黒
浜
五
十
八
番
地
二 

 
 

同 
 

増 

田 

宗 

吉 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

四
千
九
百
八
十
番
地 



 
 

監
事 

中 

里 
 

 

仁 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
鹿
室
千
三
百
七
十
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
七
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
九
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

久
喜
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
八
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
九
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

神
川
町
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

児
玉
郡
神
川
町 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
九
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
九
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

児
玉
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

本
庄
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
九
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

金
屋
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

本
庄
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
一
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
九
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

生
野
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

本
庄
市 

 



 

 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
二
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
連
合
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
九

日
付
け
で
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

一 

名
称 

 
 

葛
西
・
羽
生
領
島
中
領
土
地
改
良
区
連
合 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

幸
手
市 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
九
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

備
前
渠
用
水
路
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

熊
谷
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
四
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
八
―
五
十
一
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

春
日
部
市
武
里
中
野
字
丑
ノ
発
七
百
八
十
六
―
四 

他
四
筆 

 
 

春
日
部
市
大
場
字
長
島
千
五
百
七
十
九
―
三 

他
五
十
二
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

千
五
百
四
十
五
・
二
四
立
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
五
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
九
―
一
―
二
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

草
加
市
柿
木
町
字
竹
千
百
九
十
五
番
一 

他
十
八
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

千
三
百
七
十
八
立
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
九
―
七
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

羽
生
市
大
字
今
泉
字
大
口
三
百
四
十
九
番 

他
十
一
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

六
百
七
十
・
九
七
立
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
七
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
九
―
五
十
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
吉
川
市
大
字
拾
壱
軒
字
内
谷
二
百
四
十
六
番
一 

他
八
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

千
七
百
五
十
・
六
八
立
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
八
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

東
松
山
市
市
の
川
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 
 

退
任
し
た
理
事
の
氏
名
及
び
住
所 

 

平 

野 

十
四
三 

 

埼
玉
県
東
松
山
市
美
原
町
二
丁
目
八
番
地
九 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
九
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

                           

埼

玉

県

知

事

第

八

号 

指

定

番

号 

株

式

会

社

建
築
構
造
セ

ン

タ

ー 

名

称 

東
京
都
新
宿
区

新
宿
一
丁
目
八

番

一
号 

変
更
後
の
住
所 

東
京
都
新
宿
区

新
宿
一
丁
目
八

番

一

号 

変
更
後
の
構
造

計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
行

う
事
務
所
の
所

在
地 

平
成
二
十
六
年

五
月
二
十
六
日 

住
所
及
び
事
務

所
の
所
在
地
の

変
更
日 

 

埼
玉

県
知

事
第

七
号

 
 

委
任

番
号 

株
式
会
社

建
築
構
造

セ
ン
タ
ー 

指
定
構
造

計
算
適
合

性
判
定
機

関
の
名
称 

構
造
計
算

適
合
性
判

定
の
業
務

を
行
う
事

務
所
の
所

在
地 

変
更
事
項 

本
社 

東
京
都

新
宿
区
新
宿
一

丁
目
八
番
一
号 

 

東
北
事
務
所 

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
本
町
二

丁
目
十
番
二
十

八
号 

 

福
島
事
務
所 

福
島
県
郡
山
市

中
町
十
一
番
五

号 

 

群
馬
事
務
所 

群
馬
県
高
崎
市

八
島
町
二
百
六

十
二
番
地 

 

埼
玉
事
務
所 

変

更

前 

本
社 

東
京
都

新
宿
区
新
宿
一

丁
目
八
番
一
号 

 

東
北
事
務
所 

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
本
町
二

丁
目
十
番
二
十

八
号 

 

福
島
事
務
所 

福
島
県
郡
山
市

中
町
十
一
番
五

号 

 

群
馬
事
務
所 

群
馬
県
高
崎
市

八
島
町
二
百
六

十
二
番
地 

 

埼
玉
事
務
所 

変

更

後 

令
和
二
年
五

月
二
十
八
日 

変
更
年
月
日 

 



                                  

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高

砂
二
丁
目
二
番

三
号 

 

千
葉
事
務
所 

千
葉
県
船
橋
市

飾
町
二
丁
目

四
百
二
番
三
号 

 
神
奈
川
事
務
所 

 

神
奈
川
県
横

浜
市
西
区
北
幸

二
丁
目
三
番
十

九
号 

 

長
野
事
務
所 

長
野
県
長
野
市

南
県
町
千
八
十

二
番
地 

 

愛
知
事
務
所 

愛
知
県
名
古
屋

市
中
区
栄
四
丁

目
十
四
番
二
号 

 

三
重
事
務
所 

三
重
県
四
日
市

市
浜
田
町
十
二

番
十
八
号 

 

山
陰
事
務
所 

島
根
県
松
江
市 

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高

砂
二
丁
目
二
番

三
号 

 

千
葉
事
務
所 

千
葉
県
船
橋
市

飾
町
二
丁
目

四
百
二
番
三
号 

 

神
奈
川
事
務
所 

 

神
奈
川
県
横

浜
市
西
区
北
幸

二
丁
目
三
番
十

九
号 

 

長
野
事
務
所 

長
野
県
長
野
市

南
県
町
千
八
十

二
番
地 

 

愛
知
事
務
所 

愛
知
県
名
古
屋

市
中
区
栄
四
丁

目
十
四
番
二
号 

 

三
重
事
務
所 

三
重
県
四
日
市

市
浜
田
町
十
二

番
十
八
号 

 

山
陰
事
務
所 

島
根
県
松
江
市 

 

 



                                  

 
 

 

中
原
町
六
番
地 

 

岡
山
事
務
所 

岡
山
県
岡
山
市

北
区
内
山
下
一

丁
目
三
番
十
九

号 

 

広
島
事
務
所 

広
島
県
広
島
市

中
区
八
丁
堀
十

五
番
六
号 

 

香
川
事
務
所 

香
川
県
高
松
市

亀
井
町
二
番
地

一 

 

愛
媛
事
務
所 

愛
媛
県
松
山
市

三
番
町
七
丁
目

十
三
番
十
三
号 

 

福
岡
事
務
所 

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
御
供
所

町
一
番
一
号 

 

佐
賀
事
務
所 

佐
賀
県
佐
賀
市

駅
前
中
央
一
丁

目
九
番
三
十
八

号 

中
原
町
六
番
地 

 

岡
山
事
務
所 

岡
山
県
岡
山
市

北
区
内
山
下
一

丁
目
三
番
十
九

号 

 

広
島
事
務
所 

広
島
県
広
島
市

中
区
八
丁
堀
十

五
番
六
号 

 

香
川
事
務
所 

香
川
県
高
松
市

亀
井
町
二
番
地

一 

 

愛
媛
事
務
所 

愛
媛
県
松
山
市

三
番
町
七
丁
目

十
三
番
十
三
号 

 

福
岡
事
務
所 

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
御
供
所

町
一
番
一
号 

 

佐
賀
事
務
所 

佐
賀
県
佐
賀
市

駅
前
中
央
一
丁

目
五
番
十
号 

 

 



                          

 
 

 
 

長
崎
事
務
所 

長
崎
県
長
崎
市

万
才
町
三
番
四

号 

 

鹿
児
島
事
務
所 

 

鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
西
千
石

町
十
一
番
二
十

一
号 

 

沖
縄
事
務
所 

沖
縄
県
浦
添
市

牧
港
五
丁
目
六

番
八
号 

 

長
崎
事
務
所 

長
崎
県
長
崎
市

万
才
町
三
番
四

号 

 

鹿
児
島
事
務
所 

 

鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
西
千
石

町
十
一
番
二
十

一
号 

 

沖
縄
事
務
所 

沖
縄
県
浦
添
市

牧
港
五
丁
目
六

番
八
号 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
四
十
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 



１ 購入等件名及び数量 

  ＩＣ運転免許証作成用消耗品の購入（単価契約） 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和２年４月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社ＤＮＰアイディーシステム 東京都新宿区新宿４丁目３番17号 

５ 契約金額 

  別表のとおり 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１

項第２号に該当  



別表 

ＩＣ運転免許証作成用消耗品 

品    名 規   格 金額（税抜き） 

ＩＣ免許証作成用カード基体 優良用 300 枚×３ 422,000 円 

ＩＣ免許証作成用カード基体 一般用 300 枚×３ 422,000 円 

ＩＣ免許証作成用カード基体 新規用 300 枚×３ 422,000 円 

運転経歴証明書作成用カード基体 300 枚×１ 135,500 円 

インクリボン 2,000 枚用×１ 117,000 円 

裏面印字リボン 2,000 枚用×１ 16,000 円 

 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
八
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
六
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 



  

   
 
 

川
越
日
高
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

川
越
市
大
字
笠
幡
字
本
郷
四
五
九
一
番
一

地
先
か
ら
同
市
大
字
笠
幡
字
上
野
前
三
七

二
二
番
六
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日
付

け
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
十
四
号
で
告
示
し
た
道

路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ

る
。 

 

延
長
一
五
七
・
二
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
六
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

鈴 

木 

水 

弘 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

川
越
日
高
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



   

新 旧 

旧 

新 

別 

日
高
市
大
字
栗
坪
字
町
二
六
七
番
七
地

先
か
ら
同
市
大
字
栗
坪
字
前
畑
八
六
番

四
地
先
ま
で 

日
高
市
大
字
栗
坪
字
町
二
六
七
番
七
地

先
か
ら
同
市
大
字
栗
坪
字
前
畑
八
六
番

四
地
先
ま
で 区 

 
 
 

間 

 

一
一
・
〇
〇
～
一
三
・
五
〇 

 

九
・
五
〇
～
一
一
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

四
八
四
・
三
〇 

四
八
四
・
三
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
二
年
六
月
一
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
一
〇
二
四
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
日 

 
 

越
建
セ
第
九
〇
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
百
間
千
九
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
宮
代
台
二
丁
目
十
三
番
八
号 

池
田
方 

 
 

リ
チ
ャ
ー
ズ 

美
和 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
二
十
三
号 

 
 

令
和
二
年
六
月
一
日
現
在
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条

第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一

項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の

五
十
分
の
一
の
数
、
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
四
十
万
を

超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し

て
得
た
数
及
び
三
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
二
年
六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

岡 

田 

昭 

文 
 

 
 

一 

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数 

一
二
二
、
七
四
五
人 

二 

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る

者
の
総
数
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数 

八
六
七
、
一
五
六
人 

三 

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
） 

 
 

 

選
挙
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

数 

 

南
第
一
区 

草
加
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
八
、
九
五
九
人 

 

南
第
二
区 

川
口
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
四
七
、
二
七
三
人 

 

南
第
三
区 

さ
い
た
ま
市
西
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
五
、
六
二
〇
人 

 

南
第
四
区 

さ
い
た
ま
市
北
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
〇
、
八
三
五
人 

 

南
第
五
区 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
二
、
七
八
七
人 

 

南
第
六
区 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
五
、
三
五
一
人 

 

南
第
七
区 

さ
い
た
ま
市
中
央
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
八
、
二
六
〇
人 

 

南
第
八
区 

さ
い
た
ま
市
桜
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
六
、
五
五
二
人 

 

南
第
九
区 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
四
、
九
九
一
人 

 

南
第
十
区 

さ
い
た
ま
市
南
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
二
、
〇
四
〇
人 



 

南
第
十
一
区 

さ
い
た
ま
市
緑
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
四
、
三
九
〇
人 

 

南
第
十
二
区 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
一
、
四
五
八
人 

 
南
第
十
三
区 

上
尾
市
・
伊
奈
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
六
、
一
八
六
人 

 

南
第
十
四
区 

桶
川
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
一
、
三
〇
五
人 

 

南
第
十
五
区 

北
本
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
、
〇
五
六
人 

 

南
第
十
六
区 
鴻
巣
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
三
、
四
五
〇
人 

 

南
第
十
七
区 

志
木
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
、
九
六
七
人 

 

南
第
十
八
区 

新
座
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
五
、
六
一
七
人 

 

南
第
十
九
区 

蕨
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九
、
九
四
五
人 

 

南
第
二
十
区 

戸
田
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
六
、
六
四
六
人 

 

南
第
二
十
一
区 

朝
霞
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
八
、
五
二
〇
人 

 

南
第
二
十
二
区 

和
光
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
二
、
八
〇
八
人 

 

西
第
一
区 

所
沢
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
六
、
六
六
五
人 

 

西
第
二
区 

入
間
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
一
、
四
八
九
人 

 

西
第
三
区 

飯
能
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
二
、
六
九
四
人 

 

西
第
四
区 

狭
山
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
二
、
八
八
二
人 

 

西
第
五
区 

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
一
、
八
九
四
人 

 

西
第
六
区 

富
士
見
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
三
〇
、
八
二
六
人 

 

西
第
七
区 

川
越
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
七
、
六
三
八
人 

 

西
第
八
区 

日
高
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
、
五
九
〇
人 

 

西
第
九
区 

毛
呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
、
一
二
四
人 

 

西
第
十
区 

坂
戸
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
七
、
八
三
九
人 

 

西
第
十
一
区 

鶴
ヶ
島
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九
、
五
七
九
人 

 

西
第
十
二
区 

東
松
山
市
・
川
島
町
・
吉
見
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
六
、
三
三
〇
人 

 

西
第
十
三
区 

滑
川
町
・
嵐
山
町
・
小
川
町
・
と
き
が
わ
町 

 
 

 
 

 

二
二
、
〇
八
九
人 

 

北
第
一
区 

秩
父
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七
、
五
八
五
人 

 

北
第
二
区 

横
瀬
町
・
皆
野
町
・
長

町
・
小
鹿
野
町
・
東
秩
父
村 

 
 

一
一
、
二
八
一
人 

 

北
第
三
区 

本
庄
市
・
神
川
町
・
上
里
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
三
、
八
六
一
人 

 

北
第
四
区 

深
谷
市
・
美
里
町
・
寄
居
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
二
、
四
三
四
人 

 

北
第
五
区 

熊
谷
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
五
、
三
一
三
人 

 

東
第
一
区 

行
田
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
二
、
八
五
七
人 

 

東
第
二
区 

羽
生
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
、
一
九
八
人 

 

東
第
三
区 

加
須
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
一
、
七
二
四
人 

 

東
第
四
区 

久
喜
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
三
、
一
五
三
人 



 

東
第
五
区 

蓮
田
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七
、
五
六
一
人 

 

東
第
六
区 

白
岡
市
・
宮
代
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
四
、
三
五
八
人 

 
東
第
七
区 

春
日
部
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
六
、
四
九
〇
人 

 

東
第
八
区 

越
谷
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
五
、
一
一
八
人 

 

東
第
九
区 
八
潮
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
五
、
〇
三
二
人 

 

東
第
十
区 

三
郷
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
九
、
〇
三
七
人 

 

東
第
十
一
区 

幸
手
市
・
杉
戸
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
七
、
二
八
三
人 

 

東
第
十
二
区 

吉
川
市
・
松
伏
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
七
、
八
八
五
人 
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